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　団塊の世代が75歳以上となる2025年が、本計画の期間中に訪れます。この年齢に近づく
と、要支援・ 要介護の認定を受ける人の割合は大きく増加することから、近い将来、大和市
でも介護サービスを必要とする人がさらに増えていくことが予想されます。このような状況
に対応するため、適切かつ十分なサービスを提供できる体制を計画的に整備していくことが
必要であるとともに、まずは、介護や支援を必要としない暮らしを何歳になっても送れるよ
う、介護予防などに取り組むことが大変重要です。
　障がいのある人が地域社会の一員として自立した生活を行うため、必要な支援を行うこと
も重要です。障がい者一人ひとりの状況やその家族の状況などを考慮した、きめの細かい支
援を展開していきます。
　また、誰もが安心して暮らすことのできるまちをつくるために、必要な時に公的な支援を
受けられる環境を整えるとともに、互いに助け合い、支え合う仕組みの充実を図っていきま
す。
　大和市は「健康都市」を実現するために、「一人ひとりがささえの手を実感できるまち」
づくりを推進します。

一人ひとりがささえの
手を実感できるまち

基本目標

2

2-1 高齢の方や障がいのある方への支援を
充実する

2-2 助け合い、共に生きる福祉の
しくみづくりを推進する

個別
目標

本市の将来都市像とそれを実現
するための長期的な考え方など
を示します。

基本構想
10年間［2019-2028］

基本構想に掲げた目標を実現
するための個別の目標やめざ
す成果などを示します。

めざす成果を達成するため
の施策の展開と具体的な事
業を示します。

前期基本計画
5年間［2019-2023］

実施計画
3年間［毎年度見直し］

人の健康
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高齢の方や障がいのある方への
支援を充実する

個別目標
2-1

■独り暮らしを含め、高齢の方のみで構成する世帯が増加する中で、安全・ 安心な生活を送るための
取り組みが求められます。

■高齢化が進展する中で、より多くの人がいつまでも自分らしい毎日を過ごせるよう、市民と行政が一
体となって介護予防に取り組むことが必要です。

■高齢の方が、病気になっても介護が必要になっても住み慣れた地域で暮らし続けるためには、医療
と介護の連携が必要です。

■介護を必要とする方に適切なサービスを提供するため、介護保険事業の安定的な運営が必要です。
■障がいのある方が、自らの望む地域で生活を営むことができるよう、一人ひとりの特性に応じた支援

の充実や環境整備などが求められます。

■高齢の方や認知症の方が、可能な限り住み慣れた地域で、また、人とのつながりの中で、自分らしく
安心して暮らし続けることができるよう、地域における支援体制の整備を図っていきます。

■高齢の方が、活動的で生きがいのある生活や人生を送ることができるよう、介護予防の普及啓発や
ボランティア活動支援、介護予防サービスの実施など、介護予防事業の充実を図ります。

■医療や介護が必要な自宅等で暮らす高齢の方の生活を支えるため、在宅医療・ 介護連携の推進と強
化に努めます。

■介護を必要とする方がそれぞれの状況や状態に応じ、自分らしい日常生活を営むことができるよう、
介護保険サービスの充実を図っていきます。

■障がいのある方が身近な地域で安心して暮らせるよう、相談体制や在宅サービスの一層の強化を図
ります。

現状と課題

取り組み方針

基本目標2 一人ひとりがささえの手を実感できるまち

大和市障害者自立支援センター
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基
本
目
標
2

成果を計る主な指標 現状値 中間目標値
（2021）

最終目標値
（2023）

介護を必要とする人が安心
して暮らしていると思う市
民の割合

49.4%
（2016）

54.5% 56.5%

介護サービス利用者の満足
度の割合 68.1%

（2016）
73.1% 75.1%

認知症サポーター＊となっ
ている市民の割合 5.0%

（2017）
10.0% 13.0%

成果を計る主な指標 現状値 中間目標値
（2021）

最終目標値
（2023）

障がい者の地域生活移行者＊

数（累計） 0 人
（2017）

15 人 22 人

一般就労への移行者＊数 37 人
（2017）

49 人 56 人

就労移行支援事業＊の利用
者数 81 人

（2017）
129 人 150 人

めざす成果  12-1-

めざす成果  22-1-

高齢の方やその家族が、
不安・負担を取り除く
ために必要な支援を
受けられる
加齢などにより、身体機能・認知機能に
変化や低下が生じた場合でも、地域の中
で安心した生活を送るための必要な支援
を利用できています。

障がいのある方が
地域の中で自立した
生活を送っている
障がいのある方の活動の場や社会参加の
機会が地域にあり、自分らしく生き生き
とした生活を送っています。

＊認知症サポーター……認知症サポーター養成講座により、認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を温かく見守り支援する応援者のことです。
＊地域生活移行者……障害者支援施設等に入所している方のうち、自宅やグループホーム等に移り、地域での生活に移行した方です。
＊一般就労への移行者……障がいのある方のうち、福祉施設から一般企業へ就労した方です。
＊就労移行支援事業……障がいのある方で一般企業への就労を希望する方に対し、一定期間、施設内外での就労訓練を提供する事業です。
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年
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2008
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平均寿命
健康寿命（平均自立期間）

3.47 年1.52 年

1.63 年 3.57 年

83.61

82.09

84.25

82.62

88.31

84.84

89.03

85.46

大腸がん検診
肺がん検診
乳がん検診
子宮頸がん検診
胃がん検診
肺がん検診受診率

12,865

10,511
11,137

13,150
13,914 13,94614,142

15,794 15,488
14,968

年間犯罪認知件数
窃盗事件認知件数

交通人身事故発生件数
自転車事故件数
高齢者事故件数

316,465

250,529

134,087

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0
冊

12,586 件 12,642 件 12,400 件 12,431 件 12,403 件

20.7

17.6 17.2
14.5

18.0

96.6% 97.4% 98.3% 98.9% 97.7%
95.7% 95.7% 96.8% 95.4% 99.4%
90.9% 91.8% 91.3% 90.0% 89.9%
93.4% 94.3% 93.4% 95.0% 95.6%

2,482 件 2,317 件 2,390 件 2,364 件 1,990 件
1,944 件 1,753 件 1,797 件 1,776 件 1,442 件

1,009 件 845 件 805 件 784 件 922 件
283 件 226 件 235 件 220 件 260 件
274 件 234 件 197 件 250 件 260 件

58 件 70 件 42 件 32 件 51 件
2.5 件 3.0 件 1.8 件 1.7 件 2.16 件

10,564 件 10,553 件 10,797 件 11,276 件 11,711 件
9,621 人 9,555 人 9,868 人 10,090 人 10,428 人

72.8 71.8 72.2 71.4 69.6

147.7ha 148.0ha 151.6ha 152.8ha 155.2ha

1.8mg/l 1.3mg/l 1.4mg/l 1.6mg/l 1.5mg/l
1.7mg/l 1.0mg/l 1.0mg/l 1.4mg/l 0.8mg/l

1,056,540 冊 1,063,157 冊 1,092,781 冊 1,086,949 冊 1,268,923 冊
4.55 冊 4.57 冊 4.68 冊 4.64 冊 5.39 冊

8,142 事業所 7,580 事業所 7,787 事業所 7,479 事業所

108,274 人 107,908 人 107,649 人 102,629 人 108,018 人
84,207 人 83,460 人 83,800 人 78,309 人 76,471 人
77.8% 77.3% 77.8% 76.3% 70.8%

69,985 世帯 70,402 世帯 70,513 世帯 70,085 世帯 69,754 世帯
69.1% 68.8% 68.6% 67.4% 66.1%

関連する
めざす成果

・ 4-1-2　こどもが個性・能力にあった教育を受けている（p.51）
・ 8-1-1　あらゆる差別がなくすべての人が互いの人権を尊重し合っている（p.91）
・ 8-2-2　市内で働く人が増え、生き生きと働いている（p.95）の連携

人 まち 社会

資料：障がい福祉課（各年度集計）
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助け合い、共に生きる福祉の
しくみづくりを推進する

個別目標
2-2

■少子高齢化のさらなる進展などに伴い、今後、支援を必要とする人が急激に増えるとともに、抱え
る問題も多様化していくものと考えられ、行政と福祉の担い手とが連携して課題の解決に取り組むこ
とが、ますます重要になってきます。

■住み慣れた場所で、長い生涯を安心して送ることができるよう、地域福祉の推進に取り組む必要が
あります。

■国民健康保険は都道府県単位の財政運営に移行されましたが、制度の安定的な運営に向けては、医
療費適正化のさらなる取り組みが求められます。

■生活保護を受給する世帯数はほぼ横ばいで推移していますが、受給世帯の中でも高齢化が見られて
おり、これに伴う医療扶助等の増加が見込まれます。

■地域福祉の担い手である各種団体やボランティア等の支援、育成を行います。
■市民が地域福祉の課題を自分の事として捉え、市民自身と関係機関が連携して解決を図る「地域共

生社会」の実現に向け取り組みます。
■国民健康保険事業における医療費の適正化につなげるため、レセプト＊や療養費請求の点検を効果的

に実施するとともに、居住確認等の実態調査や社会保険加入者の調査などの資格管理を行います。
■生活保護受給世帯の就労や自立の支援を進めます。また、受給者の健康管理を支援することにより、

医療費等の抑制にも努めます。

現状と課題

取り組み方針

基本目標2 一人ひとりがささえの手を実感できるまち

民生委員児童委員協議会の活動

＊レセプト……診療報酬明細書の通称であり、医療機関が提供した医療サービスに係る費用を健康保険の運営者などに請求する際に用いられます。

基
本
目
標
2
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成果を計る主な指標 現状値 中間目標値
（2021）

最終目標値
（2023）

地域に支え合う人のつなが
りがあると思う市民の割合 43.9%

（2016）
48.5% 50.0%

民生委員・児童委員充足率 99.3%
（2018）

100.0% 100.0%

協議体＊の設置数（累計） 4 箇所
（2017）

7 箇所 8 箇所

成果を計る主な指標 現状値 中間目標値
（2021）

最終目標値
（2023）

国民健康保険制度における
1 人当たりの医療費の伸び
率（対前年度）

2.0%
（2016）

2.0% 2.0%

保護受給世帯のうち、働け
る世帯（その他世帯）の割
合

12.5%
（2017）

11.0% 10.0%

めざす成果  12-2-

めざす成果  22-2-

地域の温かい支えと
ともに人生を安心して
送ることができている
福祉の担い手が増えるなど、地域福祉が
浸透し、いくつになっても、単身者でも
安心して人生を送ることができています。

社会保障のしくみが
安定的に維持されている
市民の健やかで安心できる生活を支える
生活保護制度や国民健康保険制度などが
適切に運営されています。

＊協議体……介護保険法に基づく、地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みの一つであり、地域で活動する様々な組織や人々が、住み続けたい地域づくりにつ
いて話し合う場のことです。

関連する
めざす成果 ・8-3-1　地域の活動が活発に行われ、絆が深まっている（p.99）

関連する
めざす成果 ・ 1-2-1　いざというときに診療を受けられる（p.35）

の連携

人 まち 社会

の連携

人 まち 社会
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